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デザインの趣旨：

現在の研究方法の主流である「DNAや遺伝子」をシンボルマークの主要素とし、
太い円で「生命」「分子」、円の外から内部に描いた線で「生命の本質に迫る研究」、
紫色で「知識」を連想させるイメージを表現しました。
白黒や縮小を考慮したものとしてあります。

日本分子生物学会シンボルマーク


